
式 辞 

例年になく暖かい冬でしたが、ここ数日は雪が降り、冬の厳しさが思い起こされました。

それでも確実に春の兆しを感じられる本日ここに来賓、保護者の皆様の御臨席を賜り、無事

に１４０名の生徒に卒業証書を授与することができたことを大変うれしく思います。 

 

 卒業する皆さんに最後に校長として１つだけお話します。 

高校を卒業し、５年後、１０年後、皆さんは様々な人生を歩むことと思います。沢山のお金

を稼いでいる人もいるかもしれませんし、お金に苦労をしている人もいるかもしれません。

社会的な地位を得ている人もいるでしょう。一方で社会生活がうまくいかず苦しむことも

あるかもしれません。私が自分の人生で出会った様々な人々を思い起こす時、幸せな人生を

歩んでいる人たちには、間違いなく一つの共通点がありました。 

お金や社会的地位、友人の数、家族の状態などとは全く無関係です。 

幸せな人生を歩んでいる人は皆、その人自身が「今ここにある幸せに気が付いている人」で

した。 

 

 幸せな人生をすごす唯一のコツは、皆さん自身が身近にある幸せに気付き、それを感謝す

る人であるという事です。晴れた冬の朝が美しいと思えること。桜の花が咲き誇る春に浮き

浮きすること。夏の日差しの中で冷たい飲み物を飲むとき。幸せそうに寝ているペットを眺

めている時。何気ない話で友人と大笑いする瞬間。幸せは今、ここにあります。それを感じ

た時にどうか「ああ、幸せだなあ」と口にして言ってみてください。それが幸せです。 

どこで何をしていても、たとえ困難な中でも、身近にある幸せを感じながら、この先の人生

を歩んで欲しいと願っています。それができれば、皆さんたちの人生は美しいものになると

思います。 

 

３年前の入学式、この体育館にいる人全員がマスクをしていました。皆さんの笑顔を初め

て見たのは、７月の体育祭の時でした。束の間のマスク無しの状況が本当に嬉しかったこと

を鮮明に覚えています。今、こうしてここに立ち、皆さんの表情を見ることができることを

幸せに感じると共に、一つの時代が終わったことを実感します。皆さんたちはポストコロナ

の最初の卒業生です。沢山の制約があった中学校、高校生活だったと思います。どうか制約

の中で、それでも精一杯過ごした高校生活を誇りに思ってください。この特別な時代の中で

青春を過ごし、巣立っていく皆さんが、この時代の後悔、あるいはこの困難な時間で得たこ

とを武器に、新しい時代を切り拓いていくのだと思います。 

 

卒業生の皆さん、そして保護者の皆様、改めて御卒業おめでとうございます。これからの

人生が挑戦と喜びに満ちたものであることを心から願って、令和５年度卒業証書授与式式

辞といたします。        令和６年３月１日 大湊高等学校 校長 千葉栄美 


